
グループホームかがやき(1階)

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 
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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870104803

全員ではありませんが、帰宅願望を訴える方がおられるので、天候や体調などを考慮したうえで
出来るだけ外出の機会をもうけ気分転換を時間をつくるようにしています。
人間関係が良く、職員同士の仲がいいので、業務を進めるうえで連携が取りやすく、それぞれ
の意見言いやすい環境にあります。

法人名 有限会社　ヒメックス

事業所名 グループホームかがやき　１階ユニット

所在地 愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

訪問調査日 平成24年5月25日

愛媛県松山市東方町甲1438-1

自己評価作成日 平成２４年５月

所在地

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

基本情報リンク先 ●前回の外部評価を受け、ユニット会で日々の利用者への言葉かけ等について振り返り、利用者の立場に立った言
葉かけができるように話し合われた。職員は、言葉遣いに気を付けられたり、「笑顔で話しかける」よう心がける等され
ている。又、職員同士で、「今の対応よかったよ」等と声をかけ合い、ケアの質の向上に取り組まれている。
●動物園やスーパー等、現地で車いすを借りることが可能な場所を探し、事業所から車いすを持参しなくても済むよ
うにして、軽自動車の乗車席等のスペースを確保して、一人でも多くの利用者が出かけられるよう、計画して出かけ
ておられる。
●入居時に持ち込み、湯飲みと茶碗等、使い慣れた食器を使用している方もある。ミキサー食が必要な利用者で食
が進まない方がおられた際には、職員は、利用者の状態等も踏まえて話し合いを重ね、できる限り細かく刻んだ食
材にトロミを加える等して、見た目もおいしそうに見えるような調理に工夫された。しだいにご本人の食欲も出て、食
事がすすむようになったというような事例がある。

評価機関名 特定非営利活動法人JMACS

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

事業所名　 グループホームかがやき

評価完了日 平成　２４　年　　５　　月　　１　　日

(ユニット名） 1階ユニット

記入者（管理者）

氏　名 管理者　相原ちとせ

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

地域とのつながりを大切にし、ともに歩み・ともに生きるを理
念とし、利用者様の立場に立つと言う思いを職員全員で共
有、実践している

(外部評価)

事業所開設時から、「ともに歩み・ともに生きる」と、事業所理
念を掲げておられ、事務室にある職員トイレの扉に貼って職
員の目にふれるようにされている。又、毎月のユニット会で
は、すべての職員で理念を唱和し、共有できるよう取り組ん
でおられる。ユニットリーダーは日々、利用者を「自分の親と
して接していく」よう、職員に話しておられる。

(自己評価)

お隣やご近所の方々と挨拶をかわし、花火やバーベキュー
などの行事開催時には声掛けを行っている。地域の事情な
どで回覧板などはなし

(外部評価)

近くの小学校から運動会の案内をいただき、見学に出かけら
れたり、5月の地域清掃活動時には、利用者1名、職員2名で
参加された。地域の方には、「3名も来てくれたんですか」と、
喜んでいただいた。事業所で花火やバーベキューを行う際、
職員は、案内のチラシを持って、ご近所の方に来ていただけ
るよう誘っておられるが、参加くださるまでにはつながらない
ようだ。地域性等もあって、事業所では地域の方達にグルー
プホームや認知症について、理解していただくことに難しさ
を感じておられる。

今回、清掃活動等への参加を喜ばれたというような経験もで
き、地域の中での地域密着型サービス事業所としての役割
等も踏まえて、地域との関係を深めていけるような取り組みを
さらに一歩すすめていかれることが期待される。地域ニーズ
等も探りながら、職員でアイディアを出し合い、さらなる地域
参加につながるような取り組みをすすめていかれてほしい。

(自己評価)

社協の方のご提案で地域で徘徊のの方がおられたら、かが
やきまで連絡くだされば包括支援センターにこちらで連絡し
ますと言った旨のお知らせをお店や支所に貼らせて頂ける
ようお話するも、断られた地域性もあり対応が難しい場合もあ
る

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

ご出席頂いた方のご意見を全職員に報告、協議し出来るこ
とは取り入れている

(外部評価)

会議には主任も参加されており、事業所からは行事や外出
時等の利用者の様子や外部研修の内容についても報告さ
れている。昨年の外部評価実施後の会議では、目標達成計
画について説明された。行事報告に対して、民生委員の方
から、「どんなことをしているか見てみたい」という声があり、今
年は、敬老会を運営推進会議と併せて行い、参加していた
だくよう計画されている。ご家族にも会議を案内されている
が、日程や交通の便のこともあって、会議参加になかなか至
らない現状がある。事業所では、今後、「会議を土・日に開
催する等、ご家族が参加しやすい会議となるよう日程を調整
したい」と考えておられた。事業所のケアサービスを良くして
いくための会議でもあり、利用する側である利用者やご家族
の参加もすすめていかれてほしい。

(自己評価)

運営推進会議の時などに報告・相談させていただいている

(外部評価)

市の担当者や地域包括支援センターの職員が、運営推進
会議に参加してくださっており、熱中症や食中毒の予防につ
いて、資料を持参してくださり、アドバイスもいただいた。

(自己評価)

玄関の施錠・身体拘束は行っていない、施設内研修を年1
回実施している

(外部評価)

昼間は、玄関の施錠はせず、「帰りたい」という利用者もある
が、昼間は、家事等、違うことに気が向くように支援されたり、
夜間時であれば、職員がゆっくりお話をお聞きするように支
援されている。又、気分転換にドライブに出かけることもあ
る。夜間、居室でポータブルトイレを使用される方について
は、ベッドの足元にセンサーマットを敷き、センサーが鳴る
と、職員が駆けつけ介助するようになっている。

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月のユニット会で等で常に話し合いをもち、職員全員の意
識と倫理観を高めている

(自己評価)

制度利用者なし、施設内研修を実施している

(自己評価)

入所前面接、契約時に不安要望などをお聞きし、ご説明を
おこなっている。

(自己評価)

利用者様、ご家族様のご意見は取り入れるように努めてい
る。要望などは記録し、会議などで周知徹底している

(外部評価)

毎月、主任は、利用者個々の日常の様子を手紙に書いて、
ご家族に送付されている。ご家族は、週に1度来られる方も
あるが、疎遠になっている方も少なくはないようだ。ご家族の
来訪時に、行事の様子をビデオで見ていただいたり、日頃
の暮らしぶりを伝えて、暮らしやケアへの意見や要望を聞く
ようにされている。昨年度から、毎月の誕生会には、誕生月
のご家族にも参加いただけるよう案内されており、利用者と
一緒にゲームや歌を楽しめるよう企画されている。高齢のご
家族等は交通の便のこともあって、来訪がし難いような方も
あるようだ。

管理者は、ケアへの意見や要望をご家族から聞くようにされ
ているが、「ご家族は、要望等を出すことに遠慮があるので
はないか」と感じておられる。今後、ご家族が利用者や事業
所とかかわるような機会作りを工夫して、利用者の暮らしをと
もに支えるような取り組みをすすめていかれてはどうだろう
か。さらに、事業所全体の取り組み等も発信していくような取
り組みも工夫されて、事業所についてご家族に関心を持って
もらえるよう、取り組まれてはどうだろうか。

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

特定非営利活動法人　JMACS



グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

職員の希望で勤務時間を変更したり、提案や問題点などが
あれば協議し、解決出来る様取り組んでいる

(外部評価)

事業所では、外出支援に力を入れ取り組んでおられ、職員
からの提案で、事業所の軽自動車1台と、レンタカーを借りて
多人数で外出された。又、動物園やスーパー等、現地で車
いすを借りることが可能な場所を探し、事業所から車いすを
持参しなくても済むようにして、軽自動車の乗車席等のス
ペースを確保して、一人でも多くの利用者が出かけられるよ
う、計画して出かけておられる。

(自己評価)

職員全員がやりがいを持って働ける様日頃からの話し合い
や研修時の取り組みなど、職員の努力の把握に努めてい
る。残業の給与への反映、昇給、介護職員処遇改善交付金
の交付など実施している

(自己評価)

各職員のスキル向上に努める様ユニット会などで社内研修
を積極的に進めている。職員の勤務状況に無理のない範囲
で社外研修を行っている

(自己評価)

地区のグループホーム会連絡会・勉強会に参加している

(自己評価)

積極的にコミュニケーションを取るようにしている。不安やご
要望などがあれば会議などで話し合い、ご安心して頂ける様
取り組んでいる

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

納得されるまで対話に応じる様努めている

(自己評価)

対話と共に観察を積み重ね見極める様努めている

(自己評価)

対話・観察の中で、少しでも多く共感できる事を増せる様努
めている

(自己評価)

その都度ご家族様と連携を取り、お知恵をお借りしたり、提
案をさせていただいている

(自己評価)

ご本人様が望まれ、又、思い出に残っている物事などを大
切にし、機会を多く持てる様努めている

(外部評価)

調査訪問時、利用者の友人が訪ねて来られた場面がみら
れ、友人の方からのお土産のお菓子を自室の冷蔵庫に大
切にしまわれていた。職員は、「以前よく出かけていた百貨
店に行きたい」という希望のある利用者と百貨店に出かけら
れたり、「自宅の様子を見に帰りたい」という方と、ご自宅で数
時間過ごす等、利用者個々の希望がかなえられるよう、個別
に支援されている。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様同士の会話不成立の事などあり、間に立ち意志疎
通が図れる様努めている

(自己評価)

引き続きフォロー出来る様取り組んでいる

(自己評価)

対話の中でご本人様にとって必要な事は何であるかを常に
把握する様努めている

(外部評価)

利用者個々のこれまでの暮らしぶり等を、年代を追って「私
の生活歴」に記録されており、情報収集や記録は、主任が担
当されている。又、日々、利用者から得た情報や、利用者の
言葉等は、口頭で伝え合ったり、日々の介護記録に書き留
めるようにされている。

事業所は、「ともに歩み・ともに生きる」と理念に揚げて、個別
支援に力を入れておられる事業所でもあり、今後さらに、利
用者個々がその人らしく暮らし続けるための支援をすすめて
いくためにも、得た情報を介護計画につなげ、情報を共有し
て取り組んでいけるような仕組み作りが期待される。

(自己評価)

ご家族様との連携の中でこれまでの暮らしぶりや生活習慣
など情報収集し、より質の高いいサービスを提供出来る様努
めている

(自己評価)

注意深く観察をし、その日の体調に合わせた過ごし方が出
来る様努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様、ご家族様のご意見、ご要望を取り入れるようにし、
現状に合った計画になる様している

(外部評価)

職員は、ご家族の来訪時等に、利用者のケアや暮らしにつ
いての希望をお聞きして、ケアマネジャーに伝えるようにされ
ており、現在は、週2日出勤するケアマネジャーが、計画を作
成されている。作成された介護計画をもとに、「ケアプラン
チェック表」が作成されており、毎日、その日の担当職員が
「できた」「できない」で、評価をするようになっている。毎月の
ユニット会時には介護計画について意見を出し合い、見直し
につなげておられる。

日々、利用者にかかわる現場職員が、介護計画の作成一連
の流れにかかわり、共有しながら支援に取り組めるような体
制作りが望まれる。さらに、利用者が地域の中で暮らし続け
られるような支援に向けて、アセスメントを支援につなげ、い
ろいろな人や場と利用者をつなげていけるよう、さらに支援
の幅を拡げていかれてはどうだろうか。

(自己評価)

介護記録やミーティングなどで常に職員間で情報を共有し、
実践やケアプランなどの見直しをし介護計画の改善に活か
せるように努めている

(自己評価)

利用者様、ご家族様の状況に合わせご要望にお答え出来る
様に努めている

(自己評価)

日々変化する地域資源の情報収集・把握に努め、安全でよ
り良い暮らしを楽しめる様支援している

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

体調の変化・気になる事など、かかりつけ医と常に連携を取
り、安心して適切な医療をいつでも受けられる様支援してい
る

(外部評価)

事業所には、2ヶ所の協力医があり、週2回往診する医師と2
週間に1度往診する医師のどちらかを選んで、かかりつけ医
としていただくようにされている。どちらのかかりつけ医も、緊
急時等、24時間対応してくださるようになっている。以前から
の主治医をかかりつけ医として希望される方については、受
診にはご家族が付き添われている。歯科受診が必要となっ
た場合は、訪問歯科も利用することができるようになってい
る。

(自己評価)

日常の関わり得た情報はすぐに看護師にお伝えし、適切な
看護が受けられる様努めている

(自己評価)

かかりつけ医と連携し、入院・退院時に利用者様・ご家族様
が安心して治療を受けることが出来る様努めている

(自己評価)

ご家族様とよく話し合いを持ち、かかりつけ医と連携をとりな
がら職員間でよく協議し支援が出来る様努めている

(外部評価)

事業所では、「入居された時点から広義でターミナルケアの
始まりである」という考えのもと、利用者と、「ともに歩み・とも
に生きる」姿勢で支援できるよう努力されている。利用者やご
家族の希望で事業所で看取りを支援された事例もあり、現在
入居されている利用者やご家族についても、ほとんどの方
が、「最期までここで」と希望されている。1週間ほど前から体
調を崩されている方がおられ、訪問調査時、かかりつけ医が
点滴注射のために往診されていた。年に1度、主任は職員
に対して、「ターミナルケア」についての研修を行っておられ
る。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

緊急時の対応が未経験の職員もおり、施設内研修などを通
し事故対応の勉強会などを定期的に行い実践力を身に付
けられる様行っている

(自己評価)

定期的に避難訓練を行い問題点がないか検証し、緊急時に
行かせられる様職員間で協議、避難場所の確認など地域の
方との連携を行っている

(外部評価)

3月に、消防署の協力を得て避難訓練を実施された。夜間、
1階ユニットの台所からの火災を想定して実施された。歩行
できる利用者の方と車いすを利用している方も参加された。
消防署からは、初期消火の方法や、落ち着いて通報するこ
と等についてアドバイスをいただいた。避難方法のマニュア
ルは、現在、作成の途中である。

今後は、避難が難しいと考えられる2階からの避難方法につ
いても、学ぶ機会を作られてはどうだろうか。利用者の状態
変化や地域性等も踏まえ、又、いろいろな災害の場面を想
定して、職員は、いざという時に慌てず利用者を避難誘導で
きるよう、取り組みをすすめていかれてほしい。又、地域との
関係を深めていけるよう取り組み、地域とお互いに協力し合
えるような体制も作っていかれてほしい。

(自己評価)

時折出来てない時がある、利用者様は人生の先輩であると
の意識を忘れることなく職員間で注意し合う様に取り組んで
いる

(外部評価)

前回の外部評価を受け、ユニット会で日々の利用者への言
葉かけ等について振り返り、利用者の立場に立った言葉か
けができるように話し合われた。職員は、言葉遣いに気を付
けられたり、「笑顔で話しかける」よう心がける等されている。
又、職員同士で、「今の対応よかったよ」等と声をかけ合い、
ケアの質の向上に取り組まれている。

(自己評価)

利用者様の思いやご希望などを日常の会話の中で職員の
方から積極的に伺うようにし、利用者様が表出や自己決定し
やすい環境づくりにつとめている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様に合わせた支援を行っている

(自己評価)

利用者様のご希望や身体・季節にあった服装、理髪師の方
に来ていただくなどし、少しでも気持ちよく過ごして頂けるよ
う努めている

(自己評価)

利用者様の身体に配慮しながら召し上がりたい食材なども
お聞きし、メニューに加える様取り組んでいる。食器洗浄や
野菜の皮むきなど希望される利用者様もおられるので、職員
見守りにてお手伝いして頂いている

(外部評価)

昨年の8月より、有機野菜を中心に食材を宅配してくれる業
者を利用されており、事業所で注文した食材を届けてくれる
ようになっている。献立は、その日勤務する職員が、冷蔵庫
等にある食材により決めておられる。職員は、利用者に食べ
たいものをお聞きするが、「美味しい物が食べたい」というお
返事が多いようだ。調査訪問時、でき上った食事をお盆に乗
せて運んだり、下膳される利用者の様子がみられた。入居時
に持ち込み、湯飲みと茶碗等、使い慣れた食器を使用して
いる方もある。ミキサー食が必要な利用者で食が進まない方
がおられた際には、職員は、利用者の状態等も踏まえて話し
合いを重ね、できる限り細かく刻んだ食材にトロミを加える等
して、見た目もおいしそうに見えるような調理に工夫された。
しだいにご本人の食欲も出て、食事がすすむようになったと
いうような事例がある。
(自己評価)

常に一日の摂取量などをチェックしており、異常がある場合
は看護師・かかりつけ医に相談、対応している

(自己評価)

拒否されるかたもいらっしゃる。他の利用者様は自力、もしく
は介助にて出来ている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

ご本人の様子観察行い支援している

(外部評価)

「なるべくトイレで排泄」できるよう支援に努めておられ、「下
肢の動き等に制限があると、トイレで座位をとることが難しくな
るのではないか」という視点から、「足を動かす運動」が行え
るよう支援されており、排便が困難だった利用者も、座位を
しっかり保ち、前傾姿勢がとれるようになったことで、排便が
スムーズになったというような事例もある。

(自己評価)

利用者様の状態に応じ食事や水分摂取、運動などに気を
配っている。又、ドクターや看護師と連携を取りながら服薬等
対応をしている

(自己評価)

利用者様の体調などを考慮し、ご希望を伺って入浴を楽し
んで頂いている

(外部評価)

利用者個々に週3回入浴できるよう支援されている。入浴を
嫌がる方には、声かけやタイミングを工夫されたり、時には、
ご家族やかかりつけ医からすすめていただくことで、無理強
いすることなく入浴につながるようだ。温泉好きな利用者と職
員で、東温市の温泉に行かれたこともある。

(自己評価)

夜間せん妄など不安を訴えられる方には傾聴・優しく声掛け
をし落ち着かれる様に支援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

日々服薬の理解をする様努めている。又、服薬変更になっ
た場合には、専用のノートに記載し、職員全員に伝達、内容
を理解する様努めている

(自己評価)

拒否される方もおられるが、利用者様の意思を尊重したうえ
で、畑仕事・カラオケ・パズルやゲームなどで楽しまれ、洗濯
たたみ・配膳など張り合いをもって頂ける様支援している

(自己評価)

天候や体調に配慮し、買い物・外食・遠足など気分転換して
頂ける様努めている。又、遠足など外出行事の時にはご家
族様に連絡しご都合が良い時にはご一緒に参加して頂いて
いる

(外部評価)

サーカスを見に行かれた利用者は、「めったに見ることがで
きないものが見れてよかった」と喜ばれたり、利用者の希望
で、愛媛の名菓の羊羹やまんじゅう等、昔なじみのお菓子を
買いに行かれ、「願いが叶った」と満足された方もある。又、
見奈良にコスモスや菜の花を見に出かけられたり、スーパー
に出かけて、おやつにドーナツやアイスクリームを食べて帰
ることもある。車での外出が難しい方には、事業所周辺の散
歩やウッドデッキに出て、畑や花壇を見ながら、おやつを楽
しむことができるよう支援されている。

(自己評価)

支援している

(自己評価)

支援している。ご本人様自ら手紙を書かれたり、電話をした
いと希望された時は、職員支援のうえ実施している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホームかがやき(1階) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況
次のステップに向けて期待したい内容

（外部評価のみ）

(自己評価)

様々な飾り付けなどをし出来る限り季節感を取り入れる様工
夫をしている。又、不快なものや危険物などがないか注意を
はらい、清潔に心地よく過ごして頂ける様気を配っている

(外部評価)

居間や廊下の壁には、利用者の表情や行事の様子がわか
る写真を行事ごとに貼っておられる。母の日に事業所から
贈ったカーネーションを花瓶に生けておられたり、ご家族か
ら贈られたカーネーションの鉢植えも飾られていた。畳コー
ナーには、現在、五月人形やこいのぼりが飾られている。冬
場は、こたつを置いて、利用者のくつろぐ場所になるようだ。
ウッドデッキから出入りできる花壇や畑は、入居後に、畑仕
事に関心を持たれた利用者の方が世話してくださっており、
毎日のように畑に出て、苗の植え付けから収穫までの作業を
行ってくださっている。春には収穫した豆を卵とじにして、み
なで楽しまれた。

(自己評価)

リビングなどで寂しく過ごされる事がない様に声掛けや家事
などのお手伝いをお願いするなどし支援している

(自己評価)

ご本人様が普段から使用されておられる物や、お好きな物を
飾って頂き、ご家族様来訪時気持ちよく過ごして頂ける様清
掃なども行っている。お仏壇をお持ちの方は毎朝お水・ご飯
をお供え出来る様にしている

(外部評価)

オシャレに関心のある利用者の居室には、鏡台が持ち込ま
れてあり、いろいろな色の口紅や化粧品もみられた。シュー
ズ棚を置いて、外出用の靴を整頓される方もある。お好きな
歌手のポスターを貼っておられたり、冷蔵庫を置かれている
方もあった。ポータブルトイレが必要な利用者には、家具調
のポータブルトイレを事業所で用意されており、見た目等に
も配慮されており、いすとしても利用されている。

(自己評価)

トイレや浴室などの場所がわかりやすい様に表示するように
している。家事の中でも出来る範囲で手伝って頂いている

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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